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３２ 松山大学論集 第２０巻 第２号
いたことを問い直した論文である。
注
１）拙著『発生原理に基づく運動指導と法則原理に基づく運動指導との比較考察』愛媛大学
教育学部紀要第５４巻第１号２００７年１０月
２）前出１）
３）金子明友『身体知の形成 上』明和出版．２００５年，p２５６～２５７。ヴァイツゼッカーという
人がその著書『ゲシュタルトクライス』で，それまでの運動発生理論における感覚が先で
運動が後に起こるとしていた因果的思考を，感覚と運動を一元的に働かせて運動発生が起
こるとしていることを金子が紹介していることである。文章要約の責任は筆者にある。
４）金子明友『身体知の形成 上』明和出版．２００５年，p４６。
「止まらないから運動」であるのに止めて見ることによる
スポーツ指導における弊害を考える ３３
